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研究成果の概要（和文）：本研究は、20 世紀末から力を持つようになった国際的なイデオロギ

ーとしての｢先住民」概念を視野に入れつつ、国際世論と国家の少数民族政策のもとで、少数者

である当事者の人々が、どのように先住民としての自己のアイデンティティを構築していくの

かをあきらかにすることを目的とするものである。その結果、先住民としてのアイデンティテ

ィを選び取る・選び取らないという選択の幅がみられる現状には、グローバリゼーション、な

かでもネオリベラルな経済的影響が大きいことが明らかになった。最終年に開催したとりまと

めの国際シンポジウムではこのスキームをベースとして、代表者、分担者そして海外研究協力

者の全員が研究発表を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project was focused on how the minority people 
construct their identity as ‘indigenous’ in the climate of international expansion of 
ideology of ‘indigenous’ and also in the political situations of each countries. As 
a result of the five year’s cooperative research from comparative point of view, it became 
clear that the difference of the identity construction, - from the people who identify 
themselves as indigenous to the people who deny it - is the result of economical 
globalization, especially neo-liberalism. From this shared understanding, members have 
presented each papers at the final international symposium held in the final year. We 
are now in the process of the publication of the result. 
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１．研究開始当初の背景 先住民研究は、1993 年の国連の世界の先住
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民族の国際年、1994 年からの世界の先住民族
の国際 10 年、そして 2005 年からの先住民族
の国際 10 年第２、などの動きをうけて、先
住民族の権利主張をサポートする動きとと
もに進展してきていた。2005 年からは『世界
の先住民族』と題された講座が出版され(全
12 巻、明石書店 2005-2007)、放送大学大学
院の講義において『文化人類学研究―先住民
の世界』の講義が開講された（放送大学大学
院教材 2005）。2008 年 9月には 20 年以上の
議論を行ってきた先住民の権利宣言が可決
されたが、これによってさらに先住民への注
目がました。国外においても特に 1990 年代
後半から先住民研究は活発になってきてお
り、先住民の権利、伝統的知識の保護、開発
などとの関連で盛んに研究が行われてきて
いる状況であった（例えば、Blaser, Feit & 
McRae 2004, Havemann 1999 など）。代表者は
海外の研究者とも密な連絡をとり、関心を共
有して研究をおこなってきた。2009 年には国
際人類学会で、西オーストラリア大学のアシ
アロイ博士の組織するセッション「先住民性
の比較」で、発表をおこなった。代表者は 1980
年からのアボリジニ社会の変化についての
研究を基礎として、2000 年ごろから視点をひ
ろげ、ポストコロニアル状況にある先住民社
会、国際的な場面での先住民的知識など、よ
り広い文脈での先住民についての研究を展
開し、オーストラリアだけではなく、カナダ
のイヌイット社会、日本のアイヌ社会でも比
較調査、研究をおこなってきた。そして 2004
年からは国立民族学博物館において共同研
究会「｢先住民｣とは誰か？―先住民イデオロ
ギーの潜勢的／顕在的形態とその社会歴史
的背景に関する研究」を組織し、班員ととも
に「先住民」についての共同研究を行ってき
た。この共同研究の成果は 2009 年に商業出
版をおこなった。本研究計画は、このような
共同研究とこれまでの各個研究を基礎とし、
「先住民」が立ち現れる具体的な場面につい
て、そこにかかわる複数のエージェンシーと
その動態を明らかにしようとするものであ
った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、20世紀末から影響力を増してき

た国際的なイデオロギーとしての｢先住民｣
概念を中心に、このような国際世論と、国家
の少数民族政策の影響のもと、少数者である
彼らが近代国家の枠組みの中で、どのように
主流社会と交渉し、自己のアイデンティティ
を構築していくのか、その動態を明らかにす
ることを目的とする。1990 年代から国連を中
心として先住民言説は加速度的に力を持つ
ようになってきた。そのことを背景として、
複数の国では、国内の先住民の権利を拡大さ
せる方向への動きが見られた。また、アジア

やアフリカなどの、いわゆる典型的な先住民
とは呼べない人々の間からも「先住民」とし
ての権利主張の声があらわれるようになっ
てきている。代表者がこれまで調査を続けて
きたオーストラリアのアボリジニの人々は、
入植地として成立した国家の中に、それ以前
からいた少数者であり、いわゆる典型的な先
住民と呼べる状況にある。国際的、国内的状
況の中で 1980 年代以降、オーストラリアで
は彼らの権利拡大が図られてきたが、そうし
た中でアボリジニの人々自身のアイデンテ
ィティ表出にも変化が見られるようになっ
てきた。しかし、2007 年オーストラリア政府
による先住民政策が大きく変更され、彼らに
大きな影響がある可能性が生まれた。このよ
うな状況は、国際世論と国家、そして先住民
という三者の力学的関係を考えるとき、非常
に興味深い事例を提示すると考えられる。国
内政策が、国際的な言説と矛盾するとき、国
内の少数者は、どのようにその位置取りを行
っていくのだろうか。本研究では、オースト
ラリアを調査対象とし、先住民であるアボリ
ジニの人々が大きく変化する国内的状況の
中でどのような対応、交渉を行うのかを調査
検証する。その際、オーストラリアを専門と
する研究者のみでこの調査を行うのではな
く、他地域を専門とする研究者も巻き込む形
でアボリジニの交渉について検証する。それ
により、単に国内的状況の分析や理解に偏ら
ず、先住民と国家、国際社会という三者間関
係のダイナミクスについて、より広く意義深
い理解が得られることになる。 
 
３．研究の方法 
（1）研究は 5年間の研究期間を設定してい
る。2007 年 7月、オーストラリアではアボリ
ジニについての政策が変更された。それはこ
れまでのアボリジニの権利を拡大していく
動きとは正反対の動きに見えるものであり、
調査地は混乱状態となった。このような国内
の先住民政策の大きな転換は、ローカルな場
にどのような影響を与え、彼らは自己の存在
についてどう交渉しなおすのか。一方、国際
社会では、20年あまりの議論を経て、国連に
おいて 2007 年 9 月に先住民宣言が採択され
た。この宣言は今後、各国の先住民にどのよ
うな影響を与えることになるのだろうか。研
究期間の 5年間は、以上の二つの意味におい
て、先住民をめぐってはクリティカルな時期
といえ、アボリジニの人々が、どのように自
己のアイデンティティを規定するのか、どの
ように主張を展開するのかに注目すること
は重要であると考えられた。そしてこの変化
を、他地域を専門として少数者の研究を展開
してきた研究者とともに調査し、議論を交わ
すことによって、国内的な政治社会状況にと
らわれることなく、国際社会の言説の持つ力、



国家政策の影響、そしてローカルな少数者の
選択と交渉と主張という三者の間の動態を、
比較の視点を活用することで、明らかにしよ
うとした。 
（2）本研究計画は、四部から構成される。
第一はこれまでオーストラリア・アボリジニ
を調査対象としてきた人類学者による現地
調査である。それぞれの調査対象地域で、ク
リティカルなこの時期にどのようなローカ
ルな変化が起きているのかを綿密に調査す
る。第二は、他地域を専門とする研究分担者
と共同でのオーストラリア調査である。比較
の視点からオーストラリアという地域でお
きている先住民の変化について、調査検討を
おこなう。第三は、オーストラリアでの知見
の視点から、それぞれの専門地域での比較調
査を行うことである。オーストラリアでの先
住民の現代的な動態を抑えた上で、それぞれ
の専門地域について比較の視点での調査を
おこなう。そして第四は、研究集会である。
ここにおいて、調査によって得られた互いの
知見を交わし、国際社会、国内政策のなかに
あって、先住民／少数者がどのように自己の
アイデンティティを交渉し、構築するのかに
ついての議論を組み立てることを目的とす
る。 
（3）研究の初年度は、当初全員でのオース
トラリアの調査を予定したが、実際には半分
の班員での調査となった。オーストラリア政
府の先住民政策の変化は、北部特別州に特に
大きな影響を与えることが予想されていた。
北部特別州は、これまで、代表者の窪田、分
担者の杉藤、協力者のピーターソンが調査を
行ってきた地域である。この地域で現在起き
ている変化について、他地域を専門とする研
究分担者とともに調査を行なった。それに先
立ち、首都キャンベラのオーストラリア先住
民研究所、およびオーストラリア国立大学に
おいて、オーストラリアの先住民政策、国際
世論との関係についての予備的な文献調査
を行うとともに、双方の機関のアボリジニ研
究者との研究集会を開催した。これにより、
特に比較研究の研究者を中心としてオース
トラリアの政治的状況と、アボリジニの現状
についての予備的知識を得るとともに、調査
の焦点を明確にした。その後、中央沙漠のイ
エンデム・コミュニティ、中央アーネムラン
ド地域のマニングリダ・コミュニティ、そし
て東アーネムランドのイルカラ・コミュニテ
ィにて調査をおこなった。そして、アボリジ
ニの権利獲得運動の中心地であるシドニー
周辺地域でも調査も行なった。 
（4）2年度目は、残りの半数の班員でのオー
ストラリア調査を行った。まず、首都キャン
ベラのオーストラリア先住民研究所、および
オーストラリア国立大学において、オースト
ラリアの先住民政策、国際世論についての文

献調査、および、双方の機関のアボリジニ研
究者との研究集会を開催し議論をかわした。
その後、中央沙漠のイエンデム・コミュニテ
ィ、中央アーネムランド地域のマニングリ
ダ・コミュニティ、そして東アーネムランド
のガリウィンク・コミュニティにて調査をお
こなった。 
（5）また、比較研究の研究分担者は、3年度、
4年度に、それぞれの専門地域で、オースト
ラリアでの知見をふまえて比較調査を行な
った。一方、アボリジニ研究の研究代表者・
研究分担者・研究協力者は、比較研究の分担
研究者に協力するとともに、それぞれの専門
地域での調査をおこなった。研究代表者は、
ピーターソンをはじめ、オーストラリアのア
ボリジニ研究者との研究懇談を重ね、最終年
度に予定する国際的集会を準備した。また、
それぞれの成果を持ち寄り、各年に 3回、国
内集会を予定した。 
 
４．研究成果 
（1）初年度の合同オーストラリア海外調査
を、8 月に 4 週間行なった。現地調査は、東
アーネムランドのガルキラ・コミュニティで
のワークショップ、中央アーネムランド地域
のマニグリンダ・コミュニティ調査、中央沙
漠のイエンデム・コミュニティ調査をおこな
った。その後、首都キャンベラのオーストラ
リア先住民研究所、およびオーストラリア国
立大学において、オーストラリアの先住民政
策、国際世論についての文献調査を行なった。
そして、双方の機関のアボリジニ研究者との
共同研究会を 2日間開催し、各々の研究発表
を行い、問題意識を共有し、議論を展開させ
た。また、帰国後、2 度の国内集会を持ち、
それぞれの研究成果を発表し、全員が成果を
共有した。また、代表者は、○○において、
先住民研究についての研究打ち合わせをお
こない、国際的動向を本研究に加わえた。こ
れにより、オーストラリアの先住民の於かれ
た状況が非常に特殊であり、比較研究の視点
から見て、彼らの経済的状況の特異性が明ら
かになった。 
（2）研究の 2 年度目は、昨年オーストラリ
アにいけなかった研究分担者、研究協力者と、
研究代表者がともに、オーストラリアでの合
同調査を行なった。中央アーネムランド地域
のマニグリンダ・コミュニティおよび、周り
に散在する複数のアウトステーション、ガリ
ウィンク・コミュニティー、および中央沙漠
のイエンデム・コミュニティでの参与観察と
インタビュー調査を行なった。その後、キャ
ンベラのオーストラリア国立大学において、
オーストラリアの先住民政策についての文
献調査を行なうとともに、本プロジェクトの
連携研究者でもある、アボリジニ研究の専門
家の参加をえて、共同ワークショップを 2日



間開催した。参加者全員が研究発表を行い、
議論を展開させた。帰国後、国内でも、2 度
の国内集会を持ち、全員の研究成果を発表、
共有し、このプロジェクトで明らかにするべ
き論点について、かなり明確な意識を共有す
ることができるようになってきている。 
2 年度までに全員がオーストラリアでの調査
を行い、先住民としての権利が保障され、一
方で制限をうけている現状を共有した。比較
の視点から見ると彼らへの先住民政策自体
が、保護主義的であることがわかってきた。
また、代表者は、12 月にシドニーで行なわれ
たオーストラリア人類学会に出席し、先住民
政策変化とその先住民側の対応についての
研究発表を行い、国際的な議論の流れを確認
し、これについてもメンバーと共有した。 
（3）研究の 3 年度目は、過去 2 年間に行っ
たオーストラリアでの全員での調査をふま
えて、および各自の専門地域での調査をおこ
なった。国内集会を 2度おこない、議論を進
化させたうえで、12 月に国際ワークショップ
をおこなった。海外研究協力者のピーターソ
ン教授、オルトマン教授を招へいし、また、
マオリ研究者である、メラタ研究員をニュー
ジーランドからゲストとして招へいし、大阪
で国際ワークショップを 2日間にわたり開催
した。使用言語は英語とし、全員での通訳を
交えず議論した。マクワリー大学のホーイッ
ト教授をはじめ、国内の研究者や大学院生も
ディスカッサントとして多数参加し、先住民
という概念の有効性をふくめ活発な議論を
展開した。参加を希望する研究者の多く、こ
の問題への興味が大きいことを示しており、
本研究の成果への期待が大きいことが改め
て納得された。さらに、代表者は、オースト
ラリアで補充調査を行うとともに、ピーター
ソン教授、オルトマン教授、ホーウィット教
授と、最終年度に計画している国際シンポジ
ウムと出版に向けて、今回のワークショップ
の結果を発展させてゆくための具体的な研
究打ち合わせをおこなった。また、台湾での
原住民の政策と表象についての調査、ネパー
ルでの先住民の動向調査も並行して行った。 
（4）第 4 年度目は国内で 3 回の研究会を開
催し、研究代表者の先住性を考える視点を示
し、全員で討論を行なった。そのなかで「民
主自由主義と先住性」、「新自由主義と先住
性」などの論点を先鋭化させてきた。後半二
度の研究会には、東京大学の松井教授、名和
教授、一橋大学名誉教授の清水教授にコメン
テーターとして参加を依頼、議論の進化発展
がみられた。また研究会と並行して、代表者
分担者は、それぞれの調査地でこれまでの知
見を踏まえて追加調査を行うとともに、文献
調査を行った。研究代表者は、来年度の最終
年度に向けて、国内での関係諸氏、ならびに
オーストラリアの共同調査者との研究打ち

合わせを重ねた。本調査の中心地であるオー
ストラリアでは、先住民を巡る動きが活発で
ある。しかし、それは、ある意味で世界的な
先住民の権利拡大に逆行する動きであるに
もかかわらず、それが継続されていることが
興味深い。このようなオーストラリアの現在
について問題意識を共有し、最終シンポジウ
ムの論点とすることを確認した。シンポジウ
ムでは、民主主義と新自由主義という概念を
中心として、先住性についての発表を各調査
地の文脈から行っていくこととした。 
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